
新型コロナウイルス感染症の⻑期化により、市⺠⽣活に様々な
影響が広がる中、特に困難な環境に置かれている⼦どもたちが
「ぬくもり」を感じられるよう、しっかりと⽀援するための施策を推進
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⼦どもの貧困の連鎖を断つ
★低所得世帯の⼩学５年⽣〜中学３年⽣の習い事費⽤を⽀援
★ヤングケアラーに対する相談⽀援・育児⽀援ヘルパー派遣
☆資格取得を⽬指すひとり親への給付⾦に多⼦加算を追加
☆⼦ども⾷堂への助成に学習⽀援を追加

サポートを必要とする⼦どもたちのために
★聴覚障がいのある児童⽣徒の聴こえを補うための補助装置を導⼊
☆医療的ケアが必要な児童⽣徒のため、学校看護師を配置拡充
☆スクールソーシャルワーカーを配置拡充
★１⼈１台タブレット端末等を活⽤した虐待防⽌のための相談⽀援を実施
★児童養護施設等で暮らしている⼦どもの意⾒表明を⽀援し、権利擁護を推進
☆⾥親家庭による⼦どもショートステイを全市に拡⼤
☆若者総合相談センターを設置し、⽀援体制を強化

★街中が現代アートで賑わう「アートウィーク」を開催
★創造活動や交流の拠点となる「アーティストカフェ」を開設
★若⼿アーティストの育成を⽬的として、「福岡アートアワード」を創設
★市⺠が都⼼で気軽にアートに触れる場「アートカフェ」の設置を検討

★サステナブルツーリズムの推進 ・博多旧市街プロジェクト
★春吉橋迂回路橋活⽤事業 ・世界⽔泳選⼿権福岡⼤会等の開催準備
・海辺を活かした観光振興事業

☆⽔素リーダー都市プロジェクト ・旧⼤名⼩学校跡地活⽤事業
・九州⼤学箱崎キャンパス跡地のまちづくり ・地下鉄七隈線延伸事業

Fukuoka Art NEXT

観光・MICEで賑わい、潤うまち

未来に向けて挑戦するまち

天神ビッグバン等により都市機能のアップデートが進む中、
経済的な価値にとどまらない多様な魅⼒が輝くよう、まちに
「彩り」を加えるための施策を推進

ぬくもり と

多様な魅⼒が輝くまち

令和４年度当初予算案の特⾊

困難を抱える⼦どもを守る
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